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腎 細 胞 癌 (RCC) に お け る 18F-fluorodeoxy glucose (FDG)-positron emission 
tomography/computed tomography (PET/CT)の意義を検討した報告は少ない。今回我々は、
FDG静注 60-90分後の通常相に加えて FDG投与直後の早期相を用いて、RCC 術前診断におけ
る PET/CTの有用性を検討した。 
【対象および方法】 
対象は 2013年 9月から 2014年 11月に RCCと診断され、術前にダイナミック PET/CTを施
行した 100症例 107病変。90病変が clear cell carcinoma (CCC)、17病変が non clear cell 
carcinoma(N-CCC) (12病変：papillary, 5病変：chromophobe)であった。FDG投与直後 10
分間の PET/CT画像を収集し早期相とし、75分後の通常相も撮像した。視覚評価では腹部大
動脈（Ao）よりも集積が高い病変を陽性と判定した。定量評価では関心領域を設定し、腫
瘍の SUVmax、および腫瘍 SUVmaxと正常腎皮質(Kid)、肝臓(Liv)、脾臓(Spl)、Th12椎体(Th)、
腹部大動脈(Ao)、脊柱起立筋(Mus)の SUVmeanとの比(TNR)を算出した。視覚評価及び定量
評価の各指標を用い、組織型(CCCと N-CCC)、悪性度(high grade群: Fuhrmanの異型度分
類 grade3-4、low grade群:grade1-2)、病期診断(high stage群: stage 3-4、low stage
群:stage1-2)、静脈(V)浸潤、リンパ管(Ly)浸潤の有無で比較した。 
【結 果】 
早期相では CCCが N-CCCより定量評価で高値を示し統計学的有意差(p < .05)を認めた。
通常相では high grade, high stage、リンパ管、静脈浸潤を有する群がそうでない郡より
定量評価で高値を示し、視覚評価では陽性群が有意(p < .05)に多かった。 
【考 察】 
PET/CT早期相では定量評価として SUVmaxを用いることにより組織型の鑑別が可能であった。
一方、通常相は糖代謝から生物学的特性評価に有用であり悪性度を反映した。通常相に早
期相を加えることで、RCC術前診断における FDG-PET/CTの有用性が示唆された。 
【結 論】 
ダイナミック FDG-PET/CTは RCCの組織型、悪性度、病期診断に有用である可能性が示唆さ
れた。 
